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立候補役員名 全道理事

（ふりがな） たけだ　ただし 男 西暦

氏名 竹田　匡 女 1978年12月13日

勤務先名

会員番号 23804 市町村

主な活動歴

立候補理由・
抱負

推薦者-① 井川　哲雄 会員番号 3157

推薦理由

推薦者-② 多田　摩由美 会員番号 6973

推薦理由

推薦者-③ 伊藤　靖代 会員番号 37184

推薦理由

性別 生年月日 年齢 38歳

釧路町役場　健康福祉部　介護高齢課（釧路町地域
包括支援センター）

釧路町

1.日本社会福祉士会 理事（地域包括ケア推進委員長・新福祉ビジョン関係プロジェクト担当）
2.北海道社会福祉士会 理事（企画総務委員長）
3.北海道社会福祉士会釧根地区支部 支部長
4.CCL（本音で地域連携のあり方を検討する会）事務局長 [多職種連携に関する活動]
5.TRUE COLORAS JAPAN認定ファシリテーター[お互いの違いを力に変えるコミュニケーション]

　私は、平成22年3月から釧根地区支部選任理事として活動させて頂き、本会の活動の発展に努め
ております。前期に引き続き今期においても企画総務委員長（担当理事）として、組織のあり方を改善
しながら、魅力ある組織づくりに向けて、本会の会員が一体となった事業運営ができるよう努力して参
りました。また、平成27年6月より本会の推薦を賜り、日本社会福祉士会の理事としても活動させて頂
いており、北海道の広域性とそれに伴う課題等を情報発信させて頂いております。また、本会は、会
員数約1,800人を抱え、全国一広いスケールメリットを生かした組織体制の構築が求められておりま
す。
　私は、地域を超え「つながる・つなげる組織」を目標に掲げるとともに、人材の育成を推進し、新たな
時代に対応した組織運営を目指し、立候補いたします。

　竹田匡会員は平成22年3月釧根地区支部より北海道社会福祉士会選任理事に就任され、組織の
改善・活性化を図り、道福祉士会の活動の発展に取り組んでこられました。現在、日本社会福祉士会
理事としても活動されております。
地区支部では、竹田支部長の発案のもと、弁護士会との共同学習会を重ね、相互の活動理解が図ら
れ、司法・福祉の支援を要する人々への支援体制も構築されてきております。また、各月の定例学習
会、各専門職団体との交流・学習会の開催の他、新たな情報の提供もあり会員の資質向上に積極的
に取り組んでこられました。
北海道社会福祉士会が、地域の人々から頼られる専門職団体として、そして活動する団体であるた
めにも　行動力、実行力と先駆性のある竹田匡会員が、引き続き北海道社会福祉士会の理事として
ふさわしいと信じられ期待できることから推薦いたします。

竹田氏は現在釧根地区支部長に従事しております。地区支部では各市町村の会員をとりまとめ、社
会福祉活動をはじめ、法定後見活動など幅広く活躍されております。その人柄は実直で会員やその
他の関係者からも信頼が厚く、その実績は当地区支部内外において高く評価されているところです。
また、北海道社会福祉士会理事としても企画総務委員長として活躍し、その組織づくりに尽力されて
おります。平成27年からは日本社会福祉士会の理事に就任し、北海道の代表として活動しておりま
す。責任感も強く、地域福祉をはじめ、日本全体の組織構築に必ずや貢献していただけると確信し、
ここに責任をもって推薦させていただきます。

竹田氏は、まさに倫理綱領を具現化すべく実践している人物である。
本会の支部選任理事としての実績はもとより、日本社会福祉士会理事としてもその起動力は目を見
張るものがある。地元、釧根地区では当然、リーダーシップをいかんなく発揮している。北海道の広域
性とそれに伴う組織体制構築における課題と改善、社会福祉士及び連携する多職種を含む支援チー
ム全体のスキルアップ、これらが我々の実践を通じ利用者に還元・循環し新たな創出につながるとい
うことを身をもって示している。常に新たな取り組みをしており、我々を牽引する。釧根、道、国、それ
ぞれでの実践が相乗効果を生み出しており、社会福祉士が益々真価を発揮すべきこれからに向けて
本会理事として活躍すると確認し、竹田氏を推薦する。


